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最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
、
特
定
の
グ
ル
ー

プ
内
で
あ
る
属
性
の
人
の
い
る
割
合
が
、
一
般
社
会
の
割
合
を
反
映
し
て
い
る
状
態
を
指
す
。
た
と
え
ば
、
男
女
比
、
障
害
者
、
外
国
人
の
割
合
な
ど

が
あ
る
組
織
内
で
一
般
社
会
の
割
合
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
組
織
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
高
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
割
合
が
偏
っ
て
い
れ
ば
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
欠
け
、
偏
っ
た
集
団
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
は
、
包
摂
を
意
味
す
る
。
集
団
内
の
様
々
な
属
性
の
人

の
機
会
の
平
等
を
担
保
し
、
互
い
の
違
い
を
ソ
ン
チ
ョ
ウ
し
て
認
め
合
い
協
力
し
あ
う
こ
と
を
指
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
故

だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
技
術
開
発
に
は
技
術
者
の
価
値
観
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。
例
を
挙
げ
よ
う
。
シ
ー
ル
ト
ン
は
、
米
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｎ
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
三
年
間
参
与
観
察
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
観
察
し
た
。
そ
の

結
果
、
開
発
者
の
政
治
観
と
価
値
観
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
開
発
者
た
ち
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｎ
の

ど
の
よ
う
な
側
面
が
政
府
に
よ
る
盗
聴
を
可
能
に
す
る
か
を
吟
味
し
、
政
府
の
監
視
に
抵
抗
す
る
技
術
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
。
監
視
に
抵
抗
す
る
と
い

う
の
は
、
一
つ
の
価
値
で
あ
り
、
監
視
に
抵
抗
す
る
技
術
と
い
う
の
は
、
価
値
が
付
与
さ
れ
た
技
術
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
中
立
性
（
共
同
利
用
性
）
を
も
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
転
送
さ
れ
る
デ
ー
タ
に
対
し
て
中
立
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
み
て
ど
こ
に
送
る
か
判
断
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
中
立
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
共
同
利
用
性
と
し
て
の
中
立

と
、
監
視
に
抵
抗
す
る
と
い
う
価
値
負
荷
性
は
別
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
発
者
た
ち
は
と
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

た
め

に
価
値
省
察
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
観
察
結
果
か
ら
報
告
し
て
い
る
。

別
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
筆
者
は
二
〇
二
二
年
三
月
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
あ
る
学
科
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
で
、
夜
の
二
三
時
半
か
ら
（
現
地
時
間
は

朝
十
時
半
）
ズ
ー
ム
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
後
、
四
月
に
謝
金
支
払
の
た
め
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
タ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
に
入
力
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
ま
ず
ロ
グ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず
何
度
も
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
た
後
に
よ
う
や
く
ロ
グ
イ
ン
問

題
が
解
決
し
、
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
入
力
画
面
の
八
ペ
ー
ジ
目
に
、
「
米
国
滞
在
期
間
」
に
つ
い
て
の
質
問
が
で
て
く
る
。

「
米
国
に
何
日
滞
在
し
ま
し
た
か
」
「
入
国
日
と
出
国
日
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
問
い
が
で
て
き
て
、
こ
れ
に
入
力
し
な
い
と
次
の
ペ
ー
ジ

に
い
け
な
い
。
し
か
し
、
私
は
ズ
ー
ム
を
用
い
て
講
義
を
し
た
の
で
入
国
日
も
出
国
日
も
書
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
事
情
を
英
語
で
説
明
し
、
解
決

す
る
の
に
二
か
月
半
、
入
金
に
五
か
月
、
現
金
化
は
七
か
月
後
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
と

い
う
技
術
は
「
米
国
で
講
義
を
す
る
人
は
米
国
に
入
国
す
る
」
と
い
う
無
意
識
の
前
提
の
も
と
に
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
技
術
に
作
り
手
の
価
値
（
無
意
識
の
前
提
）
が
と
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
技
術
の
作
り
手
の

　
　
　
　
に
偏
り
が
あ
れ
ば
、
技
術
に
も
偏
り
が
で
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
技
術
の
作
り
手
（
つ
ま
り
開
発
者
）
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ン

ド
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
別
の
例
を
考
え
て
み
よ
う
。
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
車
の
座
席
を
設
計
す
る
の
に
男
性
の
タ
イ
カ
ク
デ
ー
タ
の
み
を
用
い
て
車
両
を
設
計
し

た
と
こ
ろ
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
あ
わ
な
い
座
席
が
で
き
た
。
あ
る
い
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
衝
突
実
験
で
、
男
性
の
人
形
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
症
率
が
高
か
っ
た
り
、
妊
婦
が
事
故
に
遭
っ
た
際
の
胎
児
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
、
実
際
に
発
生
し
て
お
り
、
生
物
学
的
・
社
会
的
性
差
分
析
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
が
た
め
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
一
方
の
性
別
に
偏
っ
た

サ
ー
ビ
ス
や
商
品
、
制
度
が
出
来
上
が
っ
た
事
例
で
あ
る
。
性
差
を
考
慮
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
シ
ー
ビ
ン
ガ
ー
教
授
が
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
が
、
技
術
開
発
に
お
け
る
無
意
識
の
偏
向
を
是
正
す

る
効
果
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
が
過
去
二
十
五
年
間
の
特
許
デ
ー
タ
分
析
を
し
た
結
果
、
発
明
者
に
男
女
双
方
が
い
る
特

許
の
経
済
価
値
は
、
発
明
者
が
男
性
の
み
の
特
許
の
経
済
価
値
よ
り
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
二
三
年
三
月
八
日
朝

刊
）
。
翻
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
は
、
「
新
製
品
の
開
発
、
新
生
産
方
式
の
導
入
、
新
市
場
の
開
拓
、
新
材
料
・
新
資
源
の
開
発
、
新
組
織
の

形
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
経
済
発
展
や
景
気
循
環
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
す
る
概
念
」
で
あ
る
。
新
し
い
発
想
に
は
、
前
提
の
異
な
る
人
の
参
加
が
フ
カ
ケ
ツ

と
考
え
ら
れ
る
。

（ 

藤
垣
裕
子
「
科
学
と
社
会
を
考
え
る 

第
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回 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
よ
り
）

１

２

３

４
５

a

Ⅰ
　
以
下
の
文
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

B

Ａ



問
１
　
傍
線
１
〜
５
の
う
ち
、
カ
タ
カ
ナ
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
は
漢
字
で
、
漢
字
は
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。  

１
　
ソ
ン
チ
ョ
ウ
　
　
　
２
　
負
荷
　
　
　
３
　
タ
イ
カ
ク
　
　
　
４
　
是
正
　
　
　
５
　
フ
カ
ケ
ツ

問
２
　
空
欄
部
Ａ
に
入
る
こ
と
ば
と
し
て
適
切
な
方
を
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
　
共
同
利
用
性
を
価
値
中
立
性
と
同
一
視
す
る
　
　
　
　

２
　
共
同
利
用
性
と
価
値
中
立
性
と
を
混
同
し
な
い

問
３
　
空
欄
部
Ｂ
に
入
る
語
句
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
の
１
〜
４
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

１
　
収
入
　
　
　
　
２
　
分
布
　
　
　
　
３
　
人
種
　
　
　
　
４
　
階
級

問
４
　
傍
線
部
ａ
「
社
会
的
性
差
」
を
言
い
換
え
る
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
１
〜
４
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
　
　
　
　
２
　
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
　
　
　
　
３
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
　
　
　
　
４
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ 

問
５
　
次
の
項
目
の
う
ち
、
本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
に
○
、
違
う
も
の
に
×
を
つ
け
な
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

１
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
も
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
も
本
来
同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
つ
。

２
　
技
術
開
発
に
お
い
て
は
、
開
発
す
る
人
の
価
値
観
が
多
か
れ
少
な
か
れ
反
映
し
て
い
る
。

３
　
車
の
座
席
を
設
計
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
女
性
や
妊
婦
な
ど
の
乗
り
手
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

４
　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
と
い
う
技
術
に
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

５
　
技
術
開
発
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
は
、
経
済
的
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
。

Ⅱ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
　 

 
 

 

問
１
　
次
の
１
〜
５
の
四
字
熟
語
の
﹇
　
﹈
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
ア
〜
ウ
か
ら
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
　
自
画
自
﹇
　
﹈　
　
　
ア
　
賛
　
　
　
イ
　
参
　
　
　
ウ
　
産 

 

２
　
縦
横
無
﹇
　
﹈　
　
　
ア
　
仁
　
　
　
イ
　
人
　
　
　
ウ
　
尽

３
　
紆
﹇
　
﹈
曲
折 

　
　
ア
　
世
　
　
　
イ
　
余
　
　
　
ウ
　
予

４
　
因
果
﹇
　
﹈
報 

　
　
ア
　
王
　
　
　
イ
　
横
　
　
　
ウ
　
応

５
　
呉
越
同
﹇
　
﹈　
　
　
ア
　
州
　
　
　
イ
　
周
　
　
　
ウ
　
舟
　
　
　
　
　
　

問
２
　
次
の
１
〜
５
の
カ
タ
カ
ナ
の
英
語
の
正
し
い
つ
づ
り
を
ア
〜
ウ
か
ら
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
ア
　conputer

　
　
　 

イ
　com

puter

　
　
　
ウ
　coneputer

　
　

２
　
マ
ス
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
　
　
　
　
ア
　m

ass com
unication

　
　 

イ
　m

ass com
m
unication

　
　 

ウ
　m

ath com
m
unication

　

３
　
リ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　riythm

　
　
　
　
イ
　rhythm

　
　
　  

ウ
　reythm

　
　

４
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　tecnology

　
　
　
イ
　tecknology

　
　 

ウ
　technology

　
　

５
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ア
　anim

aition

　
　  

イ
　anim

asion

　
　  

ウ
　anim

ation

問
３
　
次
の
１
〜
５
に
関
係
の
深
い
人
物
を
ａ
〜
ｃ
か
ら
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
　
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
数
寄
者
。
京
都
に
芸
術
村
を
築
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
代
表
作
に
、
国
宝
と
も
な
っ
て
い
る
《
舟
橋
蒔

　
　
絵
硯
箱
》
が
あ
る
。

　
ａ
　
俵
屋
宗
達
　
　
ｂ
　
尾
形
光
琳
　
　
ｃ
　
本
阿
弥
光
悦
　

２
　
近
代
建
築
の
三
大
巨
匠
と
も
い
わ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
。
日
本
に
も
代
表
作
を
残
し
て
お
り
、《
帝
国
ホ
テ
ル
》
や
《
自
由
学
園

明
日
館
》
が
有
名
で
あ
る
。

　
ａ
　
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
　
　
ｂ
　
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
　
　

　
ｃ
　
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
　



３　
大
正
末
期
に
、
日
常
の
生
活
道
具
の
価
値
を
見
直
す
た
め
に
「
民
藝
」（
民
衆
的
工
藝
）
と
い
う
こ
と
ば
を
つ
く
り
、
陶
芸
家
の
河
井
寛

　
　
次
郎
や
濱
田
庄
司
ら
と
と
も
に
、
民
藝
運
動
を
率
い
た
。

　
ａ
　
柳
宗
悦　
　
ｂ　
北
大
路
魯
山
人　
　
ｃ
　
白
洲
次
郎　

４　
ギ
リ
シ
ア
に
生
ま
れ
イ
タ
リ
ア
で
活
躍
し
た
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
画
家
。「
形
而
上
絵
画
」
と
自
ら
呼
ん
だ
一
連
の
作
品
は
、
同
時
代

の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
ら
に
影
響
を
与
え
た
。

　
ａ
　
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ　
　
ｂ　
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ　
　
ｃ
　
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト　

５　
一
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
画
家
、
版
画
家
。
パ
リ
・
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
「
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
」
の
ポ
ス
タ
ー

で
人
気
を
博
し
た
。

　
ａ
　
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル　
　
ｂ　
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ　
　
ｃ
　
ア
ン
リ
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク

問
４　
次
の
事
柄
を
説
明
す
る
文
と
し
て
﹇　
﹈
内
に
適
切
な
こ
と
ば
や
数
字
が
選
ば
れ
て
い
る
も
の
に
○
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
に
×
を
つ
け
な
さ
い
。

１　
二
〇
二
四
年
一
月
一
日
、
石
川
県
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
地
震
が
発
生
し
た
。
大
規
模
火
災
が
発
生
し

た
﹇
金
沢
市
﹈
の
「
朝
市
通
り
」
周
辺
で
は
、
二
百
棟
以
上
の
被
害
が
出
た
。

２　
二
〇
二
四
年
七
月
、
二
十
年
ぶ
り
と
な
る
新
し
い
紙
幣
が
発
行
さ
れ
た
。
刷
新
さ
れ
た
紙
幣
に
は
、
一
万
円
札
に
﹇
福
沢
諭
吉
﹈、
五
千

円
札
に
津
田
梅
子
、
千
円
札
に
北
里
柴
三
郎
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

３　
二
〇
二
三
年
の
日
本
の
ド
ル
建
て
の
名
目
国
内
総
生
産
（GD

P

）
は
ド
イ
ツ
に
抜
か
れ
、
世
界
﹇
四
位
﹈
に
後
退
し
た
。

４　
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
一
九
五
六
年
に
結
成
さ
れ
た
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
が
、
二
〇
二
四
年
の
ノ
ー
ベ
ル

﹇
文
学
賞
﹈
を
受
賞
し
た
。

５　
「
人
口
戦
略
会
議
」
と
い
う
民
間
の
専
門
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
二
四
年
四
月
に
、
日
本
全
国
の
市
区
町
村
の
四
割
に
あ
た
る

七
四
四
自
治
体
が
、
人
口
が
減
っ
て
い
ず
れ
な
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
﹇
消
滅
可
能
性
自
治
体
﹈
に
あ
た
る
と
い
う
試
算
を
発
表

し
た
。

６　
二
〇
二
四
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
に
際
し
、
当
初
民
主
党
の
候
補
者
は
﹇
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
﹈
で
あ
っ
た
が
、
同
年
七
月
に

選
挙
戦
撤
退
を
表
明
し
、
八
月
の
民
主
党
全
国
大
会
で
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
が
大
統
領
候
補
に
指
名
さ
れ
た
。

問
５　
次
の
１
〜
４
の
文
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
空
欄
Ａ
と
Ｂ
に
適
切
な
も
の
を
ａ
〜
ｆ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　
二
〇
二
四
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
初
め
て
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
﹇ 

Ａ 

﹈
が
実
施
さ
れ
、
Ｂ
ガ
ー
ル
（
女
子
）
部
門
で
は

日
本
の
﹇ 

Ｂ 

﹈
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

ａ
　
ブ
レ
イ
キ
ン　
　
ｂ　
ヒッ
プ
ホ
ッ
プ　
　
ｃ
　
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス　
　
ｄ　
北
口
榛
花　
　
ｅ
　
吉
沢
恋　
　
ｆ　
湯
浅
亜
実

２　
二
〇
二
四
年
三
月
、
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
作
で
あ
る
『
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
』
や
、
『
Ｄ
ｒ
．
ス
ラ
ン
プ
』
な
ど
の
漫
画
作
品
、
ゲ
ー
ム
﹇ 
Ａ 
﹈

シ
リ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
知
ら
れ
る
漫
画
家
の
﹇ 

Ｂ 

﹈
が
死
去
し
た
。

ａ
　
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー　
　
　
ｂ　
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー　
　
　
ｃ
　
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト　
　
　
ｄ　
鳥
山
明　

ｅ
　
大
友
克
洋　
　
　
ｆ　
荒
木
飛
呂
彦

３　
二
〇
二
四
年
に
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
た
第
九
六
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
、
宮
﨑
駿
監
督
作
の
﹇ 

Ａ 

﹈
が
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
賞

　
　
を
、
﹇ 

Ｂ 

﹈
が
日
本
映
画
で
初
め
て
視
覚
効
果
賞
を
受
賞
し
た
。  

ａ
　
ル
ッ
ク
バ
ッ
ク　
　
　
ｂ　
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か　
　
　
ｃ
　
す
ず
め
の
戸
締
ま
り　
　
　
ｄ　
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ　
　

ｅ
　
ゴ
ジ
ラ-1.0

　
　
　
ｆ　
シ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン　
　
　

４　
二
〇
二
四
年
九
月
、
俳
優
の
﹇ 

Ａ 

﹈
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
主
演
を
務
め
た
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
『SH

O
GU
N

　
将
軍
』
が
、
ア
メ
リ
カ

の
優
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に
贈
ら
れ
る
﹇ 

Ｂ 

﹈
賞
で
作
品
賞
含
め
た
十
八
部
門
を
受
賞
し
た
。

ａ
　
真
田
広
之 

　
　
ｂ　
渡
辺
謙 

　
　
ｃ
　
役
所
広
司 

　
　
ｄ　
プ
リ
ツ
カ
ー 

　
　
ｅ
　
グ
ラ
ミ
ー 

　
　
ｆ　
エ
ミ
ー　
　
　



Ⅲ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
１
　
立
方
体
の
展
開
図
は
全
部
で
十
一
種
あ
り
ま
す
。
図
に
あ
る
八
種
以
外
の
展
開
図
を
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
破
線
の
中
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で

描
き
な
さ
い
。

問
２
　
立
体
Ａ
の
上
面
図
、
正
面
図
、
右
側
面
図
は
、
例
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
参
考
に
、
示
さ
れ
た
三
面
図
か
ら
な
る
立
体
Ｘ
と

し
て
正
し
い
も
の
を
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

問
３
　
円
か
ら
分
割
し
た
図
形
ａ
を
、
円
弧
部
分
を
底
辺
と
し
て
平
面
Ｇ
上
に
置
い
て
左
右（
Ｌ-

Ｒ
）に
振
り
子
の
よ
う
に
揺
ら
し
た
と
き
、
点
Ｐ-

点
P,

は
ど
の
よ
う
な
軌
跡
を
描
く
か
、解
答
用
紙
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
描
き
入
れ
な
さ
い
。

1

2

3

4

5

ア

ウ

イ

エ

6

7

8

上面

正面 右側面

立体 A

例

上面図

点P,点P

G
L R

正面図 右側面図

立体 X

上面図

正面図 右側面図

円の中心点P

a

a



問
１

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

問
２１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

問
１

問
３

問
４

５

４

３

１

２

問
１

問
３

問
４

１

２

３

４

６

５

問
２

問
３

問
２

問
５

問
５

１
A

B

A

B

A

B

A

B

２

３

４

11 10 9

点 P
,

点P

G
L R

A

a


